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たり、慎重な御審議をいただき、また議会運営にも格段の御協力を賜り、本日最終日を迎えるこ

とができました。心からお礼を申し上げます。 

────────────・────・──────────── 

開議の宣告   

○議長（佐野 故雄君）  ただいまの出席議員は１６名です。定足数に達していますので、これよ

り本日の会議を開きます。 

 本日の会議の議事は、お手元に配付しております議事日程により行います。 

────────────・────・──────────── 

委員長報告   

○議長（佐野 故雄君）  これより委員長報告を行います。今期定例会でそれぞれの所管の委員会

に付託された議案並びに事業等について、各委員会における審査の結果の報告を求めます。 

 総務常任委員会委員長 笠置久夫君。１５番。 

○総務常任委員長（笠置 久夫君）  総務常任委員会の御報告を申し上げます。会期日程に従い、

開会中の２月２５、２６、いずれも午前１０時より、委員全員出席のもと、町長、副町長、関係

課長の出席をいただき、委員会を開会いたしました。当委員会に付託されました６議案、並びに

所管事務調査の審査結果の報告を行います。 

 議案第１８号消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につ

いてですが、平成２６年４月１日から消費税が改正されるのに伴い、関係条例の整備を行うもの

であり、賛成多数で可決であります。 

 議案第１９号各種委員会委員等の報酬及び費用弁償条例の一部改正についてですが、学校運営

協議会委員の報酬金額を定めるためのものであり、全員一致で可決であります。 

 議案第２０号職員の給与に関する条例等の一部改正についてですが、職員と特別職の給料月額

を平成２６年６月１日から平成２７年３月３１日までの間の減額並びに特別職について、給与月

額の減額改定を行うものであり、賛成多数で可決であります。 

 議案第２２号町有財産条例の一部改正についてですが、行政財産の無償貸し付け等について、

普通財産と同様の取扱うことができるようにするためのものであり、全員一致で可決であります。 

 議案第２４号職員等の旅費に関する条例の一部改正についてですが、研修等で長期間の旅行に

おける日当及び宿泊料を減額するために行うものであり、全員一致で可決であります。 

 議案第２５号日出町情報公開条例の一部改正についてですが、情報公開制度の運用により、適

切に行うことができるようにするためのものであり、全員一致で可決であります。 

 続いて、所管各課の事務調査の主な報告でありますが、政策推進課より日出町民憲章（案）、

コミュニティバス、新築住宅報奨金、メガソーラーについての報告、税務課よりは、平成２５年
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度町税等収納状況についての報告がありました。委員より、差し押さえ状況の質問に対し、

２４年給与、預貯金の差し押さえが主で、６３件の実績のことでありました。払えない人が少し

でも納めているのであれば、今後とも差し押さえをしないよう続けてほしいと要望を出しました。 

 続いて、ふれあいセンターの運営並びに地区公民館との関係についての審査を行いました。こ

の問題に関しましては、休会中の所管事務調査により、引き続き継続審議となっており、本会議

会において、ふれあいセンターを所管している町長部局より、町長、副町長、総務課、または地

区公民館を所管している教育委員会部局より、教育長、生涯学習課長の出席を求め説明を受けま

した。 

 これまで、ふれあいセンターの運営がうまくいかなかった原因として、町民の健康づくりの推

進や高齢化社会への対応、防災体制の強化など、住民と行政とが一緒になって解決すべき課題が

増大する一方で、ふれあいセンターは非常勤職員１名体制であり、これらの課題を解決するため、

マンパワーが不足しているとの現状報告がありました。また、地区公民館においては、地区コミ

ュニティの活性化には寄与しているものの、社会教育の枠の中での活動では、地区の抱える多く

の課題解決にはつながってこないものではないかとの報告がございました。これらの状況を踏ま

え、来年度よりふれあいセンター職員と地区公民館職員について、町長部局、教育委員会部局の

双方を併任させ、両方の仕事を互いに協力して行えるようにすると共に、既存の公民館の組織を

母体としながら、公民館事業だけではなく、また、まちづくり事業を一体的に推進することの方

向が示されました。 

 本委員会として、ふれあいセンターと地区公民館だけでなく、町長部局と教育委員会部局のさ

らなる連携を促すようお願いし、来年度からの地域活性化の取り組みを見守っていくとの結論に

達しました。 

 以上で、甚だ簡単でございますが、総務常任委員会の審査結果の報告とさせていただきます。 

○議長（佐野 故雄君）  産業建設常任委員会委員長 藤井博幸君。３番。 

○産業建設常任委員長（藤井 博幸君）  産業建設常任委員会の御報告を申し上げます。 

 当委員会は、会期日程に従い、２月２５日午前１０時より、委員全員出席のもと、町長、所管

各課長の出席を求め委員会を開催いたしました。当委員会に付託されました議案第２６号につい

ての審査を行いましたので、その結果を報告いたします。 

 議案第２６号は、日出町企業立地促進条例の一部を改正する条例で、平成２６年４月１日から、

日本標準産業分類が改定されることに伴う改正、並びに企業立地促進法が適用される大規模な企

業立地に対しても、日出町企業立地促進条例の優遇措置である固定資産税課税額の１００分の

５０に相当する額、用地取得費の１０分の１、上限１千万円を交付できるように条例を改正する

もので、全会一致で可決です。 
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 次に、所管各課より報告を受けましたので、その報告をいたします。 

 まず商工観光課より、旧テキサス・インスツルメンツ日出工場、従業員の再就職状況について、

１月末現在で２０８名、昨年１２月末より約２０名増加との報告を受けました。 

 次に、第２９回城下かれい祭りの開催日が、昨年同様５月の第３週ということで、ことしは、

５月の１７、１８の両日開催となります。小学校の運動会練習時間との関係で、大テントの設置

はせず、イベント内容は現在検討中とのことです。 

 次に、ひじ雛めぐりが２月９日から３月９日まで開催、昨年は展示場所が１１カ所でしたが、

ことしは商工会等に依頼し、３３カ所で開催、スタンプラリー等のイベントをしているとのこと

です。 

 次に、日出でＨｏｔ（ほお）バルの開催について、バルとは食べ歩き、飲み歩きという意味で、

同じ日に何カ所かの店を飲み歩くイベントで、今回緊急雇用の一環で、グルメ本、日出町グルメ

ラボ作成のために開催されました。 

 次に、農林水産課より有害鳥獣の捕獲状況について、イノシシ、鹿の捕獲頭数、捕獲地域、報

奨金について、詳細に説明を受けました。イノシシは２４年度、３３３頭で、２５年度は２月

２３日現在で３６３頭、鹿は２４年度、９５頭で、２５年度は３４頭捕獲したと報告を受けまし

た。 

 次に、城下かれいの中間育成について。７月以降、町独自で行っておりますが、昨年１２月

２４日、体長が１０７センチほど育ったかれい、約２００匹にタグをつけ放流しました。現在ま

で、タグのついたかれいは捕れていないとのことですが、今後漁協、一般の人にもホームページ

等を通じ、タグのついたかれいが捕れたときは報告をしていただき、追跡調査をしたいとのこと

です。委員より、城下かれいの定義について説明を求めました。県や町の関係者で協議し、別府

湾で捕れるかれいを城下かれいと呼びましょうということで統一しており、今後、日出町独自の

ブランド化ができればしていきたいとのことです。 

 次に、里道、水路の管理について、機能のあるものについては国有財産から町に譲与されまし

たが、原則、修繕等は耕作者にしてもらっているとのことです。受益者が不明であったり、管理

ができていない状況のところもあり、今後の課題として取り組んでいきたいとのことでした。 

 次に、都市建設課より、２月１４日から１８日の間、積雪被害に対する業務対応状況について、

現場写真を交えながら詳細に説明を受けました。１４日には、神田柏川線方面で、２０から

５０センチの積雪で通行できる状況ではなく、大分県建設業協会杵築速見支部の協力を得て、除

雪をしたとのことです。 

 次に、橋梁管理の現状について説明があり、町が管理する３メートル以上の橋梁は８４橋であ

り、点検資料をもとに、緊急を要する１１橋については年次計画を立て補修をするとのことです。
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なお、長寿命化修繕計画を策定せずに壊れてからつくりかえると約２１億円、補修しながら寿命

を延ばすと約６億円で、今後５０年はもつと説明を受けました。 

 次に、上下水道課より、消費税率の引き上げに伴う経過措置について説明を受けましたが、議

決後に公表したいとのことです。 

 次に、農業委員会より、農業委員会選挙人名簿登載人数について説明を受けました。２６年

１月１日現在、２５年度に比べ、１区は６７戸増の６２１戸、人員は３２名増の１,１８９人、

２区は７７戸増の６５３戸、人数は５９名増の１,２７７人であるとのことです。そのほか、平

成２５年度の耕地面積利用状況の調査結果について、耕作されている土地は７１６.３ヘクター

ルで、全体の６０.８％と報告を受けました。 

 以上で、産業建設常任委員会の報告を終わります。 

○議長（佐野 故雄君）  社会厚生常任委員会委員長 池田淳子君。２番。 

○社会厚生常任委員長（池田 淳子君）  社会厚生常任委員会の報告をいたします。 

 当委員会は、会期日程に従いまして、委員全員出席のもと、執行部より、町長、教育長、所管

の課長の出席を求め、２月２５日に委員会を開催いたしました。当委員会に付託されました議案

３件につきまして、審査の結果を報告いたします。 

 議案第２１号日出町国民健康保険税条例の一部改正についてであります。 

 これは、平成２６年度の国民健康保険税の税率について資産割を廃止することに伴い、所得割、

均等割、平等割の税率及び税額を改正するために行うものであり、全会一致で可決であります。 

 議案第２３号日出町社会教育委員会設置条例の一部改正についてであります。 

 これは、社会教育法の改正に伴い、社会教育委員の委嘱基準等について定めるためのものであ

り、全会一致で可決であります。 

 次に、議案第２７号日出町青少年問題協議会設置条例の廃止についてであります。 

 これは法改正により、青少年問題協議会の設置義務がなくなり、その目的は日出町生徒指導総

合推進委員会が引き継いでいることから、本条例を廃止するものであり、全会一致で可決であり

ます。 

 また、所管各課より報告を受けましたので、御報告いたします。 

 まず、住民課からは、国民年金保険料額の改正についての説明がありました。年度別の保険料

額は、物価の変動と共に推移しており、２６年度は１万５,２５０円となります。 

 また従来の６か月前納、１年前納に加え、新たに２年前納が新設され、毎月納める場合より、

保険料は１万４,８００円割引されるとのことです。さらに免除に係る訴求期間の見直しについ

ては、現行では申請前直近の７月以降の月が免除の対象となりますが、改正後は過去２年分まで

さかのぼって保険料を免除することができます。 
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 福祉対策課では、議案第１８号に関連する部分の説明の後、５歳児心とからだの相談会のフォ

ロー体制についての説明がありました。全対象者への個別通知と共に、保育園や幼稚園を通じて、

質問票を配布、回収し、保健師が確認するという流れです。委員からは、質問票を提出しなかっ

た対象者が２名いるが、回収できなかった理由と家庭への対応についての質問がありました。 

 健康増進課からは、議案第２１号についての説明に続き、平成２５年度がん検診事業のまとめ

と、２５年度特定健診結果及び２６年度特定健診について説明がありました。がん検診無料クー

ポン券が、一定の効果を上げていますが、対象以外の歳の受診率が低いことなど、課題もあると

のことでした。しかし、保険料を安く抑えるためには、早期発見の意味も含め、健診を受けるこ

とが必要で、２５年度には、特定健診受診率を６５％にもっていきたいとのことです。委員から

は健診項目は市町村と違いがあるのかとの質問がありました。 

 生活環境課からは、消費税変更に関する説明がありました。 

 その後、委員から大神地区へ土砂の搬入が行われている件について、県の許可による事業では

ありますが、地元にも一定の説明や報告はあるべきとの意見が出されましたので、午後１時から

現地への視察を行いました。土砂搬入はほぼ完了しており、今後、その土地の活用について、業

者より説明を受けたところです。 

 教育総務課からは、議案第１９号に関連し、学校運営協議会委員の報酬についてと、学校教育

課からは、いじめ防止基本方針の策定について説明がありました。 

 生涯学習課からは、議案第２７号についてと消費税率改定に伴う使用料の変更についての説明

と、県内一周駅伝の報告がありました。また、以前、的山荘の蔵の調査を行った際の結果を一覧

表にしたものを配布していただきました。 

 萬里図書館からは、貴重書修復の結果についての説明がありました。また、新図書館の建設に

ついては、時間が非常に早急であることが懸念をされますが、多目的に活用できるよう、町民の

ニーズに応えられるような図書館の完成を目指すとのことです。 

 給食センターからは消費税引き上げに伴う給食費の改定についての説明をいただきました。 

 以上で、社会厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（佐野 故雄君）  予算常任委員会委員長 佐藤二郎君。１２番。 

○予算常任委員長（佐藤 二郎君）  予算常任委員会は会期日程に従いまして、委員会を開きまし

た。委員全員出席のもと、町長以下、関係の職員の出席を求め、提示されました議案に対して、

丁寧に説明いただきまして、慎重審査をいたしましたので、その結果の報告をさせていただきま

す。 

 まずはじめに、議案第１号平成２５年度日出町一般会計補正予算（第５号）についてでござい

ます。補正の予算額は、１億５,４６７万４千円を減額し、歳入歳出の総額を９３億３４２万
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５千円とするものでありました。 

 歳入の主なものを説明いたします。国よりの交付税３１７万５千円、国庫支出金７５５万８千

円、財産売り払い収入６６２万４千円、町債９７０万円等の増額がありました。 

 また、町税５,４６０万円、県よりの支出金９２７万１千円、繰入金１億２,１４６万７千円等

の減額もありました。 

 次に歳出の主なものを申し上げます。 

 総務費では、４,９３７万８千円の減額、民生費では、国民健康保険特別会計繰出金として、

３,７７６万６千円の増額、老人福祉費１,３３９万７千円、児童運営費５０１万７千円等の減額

がありました。 

 衛生費で、４,４０４万６千円の減額、農林水産業費では、２,６９１万６千円の減額、商工費

では３８９万４千円の減額ですが、シルバー人材センター補助金１５０万円、二の丸館管理運営

費１４５万円などを追加計上をしておりました。 

 土木費では、全体では、１,４３４万７千円の減額ですが、橋梁維持業務委託料３,０１０万円、

住宅管理費１千万円等が計上をされておりました。 

 教育関係では、小学校費で、豊岡小学校の駐車場の整備等で、１,１９６万５千円を計上、全

体では２,９８９万２千円の減額です。なお、基金に２,５９８万９千円を支出しておりました。

本補正は、年度末補正ということで、多くが精算に伴うものでありました。 

 以上が、主な歳出であります。慎重審査の結果、可決といたしました。 

 議案第２号日出町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について御報告をいたします。今

回の補正額は、５,１４４万７千円の減額で、歳入歳出それぞれ３２億９,７０３万６千円にする

ものであります。 

 歳入の主なものは、平成２５年度支払い基金よりの交付金額の決定により、８,２５９万２千

円、繰入金３,７７６万６千円の増、財政調整交付金５,３９４万９千円、共同事業交付金等で

７,２３３万７千円の減額でありました。 

 歳出の主なものは、共同事業拠出金５,２４６万８千円の減額でありました。 

 事業の額の確定に伴う予算が多くありました。審査の結果、可決であります。 

 次に、議案第３号平成２５年度日出町公共下水道事業特別会計（第３号）について、御報告を

いたします。 

 今回の補正は、１９３万４千円を減額し、歳入歳出予算の総額を９億６,３２９万５千円にす

るものであります。 

 歳入の主なものは、下水道協力金、消費税還付金２,２６９万２千円で、繰入金事業債の減額

を計上しておりました。歳出の主なものは、浄化センターの管理費４３２万３千円、須崎ポンプ
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場のポンプ修繕費１５５万１千円の追加補正がありました。事業費等の不用額が計上されており

ました。審査の結果、可決であります。 

 次に、議案第４号平成２５年度日出町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について

であります。今回の補正は、６７万５千円を追加し、歳入歳出の予算総額を、３,６６９万円に

するものです。主な歳出は、浄化センター管理費で、処理場の修繕費及び電気料金改定による

６７万５千円の増額でございます。財源は、受益者負担金及び繰入金で処理されておりました。 

 審査の結果、可決であります。 

 議案第５号平成２５年度日出町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について、御説

明いたします。 

 今回の補正は、４４万円を減額し、歳入歳出予算の総額を３,９８８万７千円にするものであ

ります。主な歳出は、浄化センター管理の、修繕費の不用額５４万円を減額し、電気料金改定に

よる１０万円を追加したものでありました。 

 審査の結果、可決であります。 

 次に、議案第６号平成２５年度日出町介護保険特別会計補正予算（第２号）について、御報告

をいたします。補正額は３,５６０万３千円を減額し、歳入歳出予算の総額を２４億２,２６４万

３千円とするものです。また介護サービス事業勘定の補正は８万７千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を、１,９５１万４千円とするものでありました。 

 歳入では、国、県の負担金、調整交付金補助金等を実績に基づき減額したものが主なものであ

りました。 

 歳出の主なものは一般管理費、介護報酬の改定によるシステム改修費２１７万円、居宅介護

サービス給付費１,５００万円、介護保険運営基金積立金１,４９９万７千円の追加でございます。

その他、事業における予算すべては、不用額が計上されておりました。 

 審査の結果、可決であります。 

 次に、議案第７号平成２５年度日出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、

御報告いたします。今回の補正は、４６８万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を２億

８,０３７万８千円といたすものであります。 

 歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料４８２万９千円を追加でございます。 

 歳出の主なものは、広域連合への納付金が４７７万７千円でありました。 

 審査の結果、可決であります。 

 次に、議案第８号平成２５年度日出町水道事業会計補正予算（第２号）について報告いたしま

す。 

 今回の補正は０円で、業務総経費の減額は出たので、電気料金改定に伴う経費及び修繕費に組
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み替えたもので、審査の結果、可決であります。 

 次に、議案第９号平成２６年度日出町一般会計予算について御報告をいたします。 

 当初予算総額で、９５億９,８００万円となっております。前年度、当初予算対比で、５.５％、

５億１千万円の増額となっております。 

 歳入について御報告いたします。町税、２７億３,１２１万６千円、譲与税交付金等で２７億

２,４４０万１千円、分担金負担金１億６,３７６万３千円、国庫支出金１３億９,１６５万９千

円、県支出金７億６,８９２万４千円、繰入金６億２,９４５万４千円、町債９億７,２８０万円

等が主なものでありました。 

 歳出について申し上げます。事務的計費として、人件費など５０億２,９２６万４千円、前年

度対比３.５％増加しておりました。投資的経費では、１２億２,６８０万４千円、前年度予算対

比では、２４.２％の大幅な増額が見られました。これは、暘谷駅周辺整備事業を行うための都

市再生整備事業が３億９,４５８万２千円増加したことが、大きな要因と見られました。その他、

経費は３３億４,１９３万円２千円でありました。各款項目ごとの詳細につきましては、執行部

より、詳しく説明を受け、慎重審査を行った結果、可決となりました。 

 次に、議案第１０号平成２６年度日出町国民健康保険特別会計予算について御説明いたします。 

 予算の総額は、３３億６４９万２千円で、前年度当初予算に対し、３.９％、１億１,６８１万

５千円の増加となっておりました。 

 歳入につきましては、保険税収入、国庫支出金の減少、退職者医療費等にかかわる療養給付費

交付金、前期高齢者交付金は、前年度対比増加をしております。一般会計より繰入金として１億

４,２４８万１千円、これは前年度対比いたしますと、２.３％の増加が見られました。 

 歳出につきまして御報告いたします。保険給付費、後期高齢者支援金、共同事業拠出金におい

て、共に増加をしておりました。保険事業費は前年度対比８.９％の減額もありました。慎重審

査の結果、可決といたしました。 

 次に、議案第１１号平成２６年度日出町簡易水道特別会計について御報告いたします。 

 予算の総額は１,１８９万円で、前年度対比４９２万８千円の減であります。歳入は水道料金

８５１万円で、予算不足分は一般会計繰入金で調整をしておりました。審査の結果、可決であり

ます。 

 次に、議案第１２号平成２６年度日出町公共下水道特別会計予算について御説明いたします。

当初予算の総額は８億６,８３２万３千円で、前年度対比９,５９８万６千円、１０％の減であり

ました。 

 歳入は受益者負担金、下水道使用料、国庫補助金、県支出金、下水道事業債等であります。不

足分の２億９,５６６万９千円につきましては、一般会計よりの繰入金で賄っておりました。 
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 歳出は汚水管布設等の施設整備費、浄化センター増設工事費、関係施設の維持管理費、その他

経費が主なものでありました。なお、これまでの公共下水道事業に伴う借入金の元金保証金４億

２,７２０万１千円が計上されておりました。審査の結果、可決であります。 

 次に、議案第１３号平成２６年度日出町漁業集落排水事業特別会計予算について説明いたしま

す。予算の総額は４,０９３万２千円で、前年度対比１３.７％の増加であります。 

 歳入は下水道使用料９６０万円、一般会計よりの繰入金２,４８３万２千円が主なものであり

ました。歳出は浄化センター管理費２,１３３万２千円、当初よりの施設整備事業に伴う借入金

の元金償還金１,９６０万円が主なものであります。審査の結果、可決であります。 

 議案第１４号平成２６年度日出町農業集落排水事業特別会計予算について説明申し上げます。 

 予算の総額は４,０６１万６千円で、前年度対比０.７％の増加であります。歳入は下水道使用

料９７０万円、一般会計よりの繰入金２,５４１万６千円が主なものであります。 

 歳出は浄化センター管理費１,９１１万６千円、当初よりの施設整備事業に伴う借入金の元金

償還金２,１５０万円が主なものであり、審査の結果可決であります。 

 次に、議案第１５号平成２６年度日出町介護保険特別会計予算についてでございます。 

 保険事業勘定の当初予算は２４億４,８４７万４千円で、前年度対比１,４６４万７千円、

０.６％の増額でありました。 

 歳入の主なものは、保険料、国庫負担金、調整交付金、支払い基金交付金、県支出金等であり

ます。また、一般会計より繰入金として３億９８５万４千円を計上しておりました。 

 歳出の主なものは、一般管理費、要介護認定事務費、保険給付費等であり、地域支援事業費と

しては、６,６１９万９千円が計上されておりました。 

 次に、介護サービス事業勘定では、予算総額１,９８０万３千円、前年度対比１.９％の増でご

ざいます。歳入は介護予防給付費、一般会計繰入金で財源措置をされておりました。 

 歳出は、一般管理費、介護予防サービス計画策定委託費を計上しておりました。審査の結果、

可決であります。 

 議案第１６号平成２６年度日出町後期高齢者医療特別会計予算についてでございます。 

 予算の総額は２億９,１５３万円で、前年度対比６％の増額となっておりました、歳入は、後

期高齢者医療保険料、一般会計よりの繰入金が主なものでありました。歳出は一般管理費、後期

高齢者医療広域連合納付金であります。審査の結果、可決であります。 

 次に、議案第１７号平成２６年度日出町水道事業会計予算について御報告をいたします。 

 本予算の収益的収入及び支出はそれぞれ４億２１６万円で、前年度対比で２,９４８万２千円

の増額となっておりました。資本的収支及び支出につきましては、収入１５０万６千円で、支出

は２億２,７７０万３千円を計上しておりました。不足額２億２,６１９万７千円は、過年度分消
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費税及び地方消費税、当年度分損益勘定留保資金、減債積立金で補填するようになっておりまし

た。慎重審査の結果、可決といたしました。 

 以上、予算常任委員会に付議されました議案１７件の審査結果の報告といたしたいと思います。

どうか、御承認いただきますようによろしくお願いいたします。 

○議長（佐野 故雄君）  ３番。藤井博幸君。 

○産業建設常任委員長（藤井 博幸君）  訂正を求めたいんですが、よろしいでしょうか。 

○議長（佐野 故雄君）  はい、どうぞ。 

○産業建設常任委員長（藤井 博幸君）  先ほど、委員長報告で申し上げましたかれいの体長につ

いてですが、１０７センチと申し上げましたところ、大変申しわけございません。１０.７セン

チでございます。済いません、訂正よろしくお願いします。 

○議長（佐野 故雄君）  以上で、各委員会における審査結果の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

委員長報告に対する質疑   

○議長（佐野 故雄君）  これより、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐野 故雄君）  なければ、これで質疑を終わります。 

────────────・────・──────────── 

討論   

○議長（佐野 故雄君）  これより、討論を行います。 

 討論はありませんか。１０番、佐藤隆信君。 

○議員（１０番 佐藤 隆信君）  １０番、佐藤隆信です。 

 反対討論を行います。初めに平成２５年度日出町一般会計補正予算（第５号）について行いま

す。 

 その中での、職員の給料及び職員手当の減額について行います。給料の減額は、政府が国家公

務員の給料、７.８％減額する方針を出し、その後、地方公務員の給与に対する地方交付税を大

幅に削減して、そのつけを職員給与７.８％減額するよう要請してきたものです。 

 はじめは、大分県も市町村も反対していました。本来、地方自治体の職員給与は人事院勧告な

どで行うものではありません。県や市町村が独自で決めるものです。政府は地方交付税を人質に

とって、地方自治に圧力をかけることに自治体が屈服するならば、今後そういうことをどんどん

やられるというふうに思います。 

 地方分権とは何なのでしょうか。日出町は県の押しつけ合併にも負けず、合併をしない、単独

自治の町を目指してやってきました。それは何だったのでしょうか。財政的にも、７千万円もの
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給与削減にも、国から来る交付税が６千万円ほど削減されます。そして、職員が町に納めていた

税金が約９００万円ほど減り、給料が１年間に平均で３２万円も、職員給与が１人当たり、減り

ます。そうすることによって購買力、４千万円も落ち込んでしまいます。自民党の安倍内閣は、

労働者の給与を引き上げて、購買力をつけることが経済をよくすると今、言っているではありま

せんか。逆効果ではありませんか。 

 議案第２０号職員の給与に関する条例などの一部改正についても同じです。私は少なくとも、

平成２６年６月から平成２７年の３月までの給料の引き下げを行わないように指摘をしてまいり

ました。 

 町内は、その後、日出町は合併しないために、他の市町村より早くから給与の引き下げを行い、

平成１７年から平成２７年までの約３億４千万円もの人件費の削減に協力してまいりました。削

減は、町の利益にはなったというふうに思います。経済的には、損失になると指摘した本来のと

ころが、今日の職員給与の削減は、率は、他の市町村より高い、今度の給料の削減で町長の言っ

ているのは、他の市町より高い分、今後も４、５年下げ続けると言っています。他の市町村並み

にならない削減をすれば、もっともっと購買力も落ち、国からくる地方交付税も減るんではない

でしょうか。 

 ところが、今度の給料の削減をしない、課長の答弁では、国からまた、それについての交付税

の削減を行われるというのです。給料は減らしても減らなくても、国は市町村に対して、交付税

の削減を行うというのです。こういう状況で今後、地方自治体は国の下請け機関ではないのです、

国に対してしっかりものを言うべきではありませんか。 

 次に、平成２６年度日出町一般会計について、反対討論を行います。 

 商工観光予算の中の的山荘管理運営費４７０万６千円ないし、人間魚雷回天、大神地区の記念

公園整備事業４,５２１万円の中の公有財産購入費８００万円について、反対をいたします。都

市建設課の都市再生整備事業費４億７,５００万円、街並み環境整備事業１億１千万について行

います。 

 的山荘運営管理費については、指定管理者に託したのに、町は指定管理者に託する前、財政計

画をつくってました、文化財として。ところが、本来指定管理者に渡すのは、町が維持管理をで

きないために、それよりも町の予算計上よりも安くて済むために指定管理に渡すべきではないの

でしょうか。逆にそれが、指定管理に渡すことによって、次から次へと町が予算計上をし、的山

荘の修理、そして維持管理などいろいろな総額でもう３千万円を超えています。 

 そして、今年度も管理費に４０７万円をつぎ込んでいます。ところが、的山荘から入ったのは

わずか、２年間で１１万円しか入らないという状況です。これで、本当に町民が納得するでしょ

うか。また、牧の内の土地問題８００万円は、答弁では早くつくらなければということでありま
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すが、私は少しおくらせても、牧の内地区の人に今の町の財政状況からすれば、ぜひ土地の無償

提供をお願いしますというような話をしたらどうかというふうに思います。 

 都市再生整備計画事業費が、総額で５,７００万円ですが、都市建設の５,７００万円と、生涯

学習課の６,２００万円、あわせるとこれだけで、６億３千万円になります。そして私はこれま

で、こういう事業が余りにも中止になっている地域の商工業の振興、水産業の振興、農林振興な

どにもっと予算をと指摘してまいりました。今度の予算を見ますと、商工業の振興費はわずか

６７６万円です。水産業振興費１,５００万、農林振興費が６,９００万です。これがいかに、都

市整備事業計画や街並み管理整備事業からすれば、少ない予算であるということは明らかではあ

りませんか。 

 町長は、２期、３期目になって、町の予算の使い方が市街地整備と観光産業振興に多額の予算

をつぎ込み、商工業の振興や農林水産業の振興の予算は少なくなっているというふうに、私は思

っています。産業振興にもっと力を入れることではないでしょうか。 

 続いて、議案第１８号消費税及び消費税率地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する

条例の制定に反対をします。この景気の悪いときに、消費税を上げたら、ますます景気は悪くな

るのではないでしょうか。また、消費税は所得の少ない人ほど、負担が重くなる税です。政府は

消費税を上げて法人税は下げると言っていますが、消費税を上げて法人税を上げないならば、税

金のお金がたくさん入るのでしょうか。こういう逆さまの税率を、私は認めるわけにはいきませ

ん。 

 よって、議案第１号、９号、１８号、２０号に反対いたします。 

○議長（佐野 故雄君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐野 故雄君）  これで、討論を終わります。 

────────────・────・──────────── 

採決   

○議長（佐野 故雄君）  これより採決を行います。 

 議案第１号平成２５年度日出町一般会計補正予算（第５号）について採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本案は、委員長の報告のとおり決定することに、賛成

の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手多数です。したがって、議案第１号については、委員長の報告のと

おり可決されました。 

 次に、議案第２号平成２５年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について採決
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します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、

賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第２号については、委員長の報告のと

おり可決されました。 

 次に、議案第３号平成２５年度日出町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について採

決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、

賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第３号については、委員長の報告のと

おり可決されました。 

 次に、議案第４号平成２５年度日出町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について

採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定すること

に、賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第４号については、委員長の報告のと

おり可決されました。 

 次に、議案第５号平成２５年度日出町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について

採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定すること

に、賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第５号については、委員長の報告のと

おり可決されました。 

 次に、議案第６号平成２５年度日出町介護保険特別会計補正予算（第２号）について採決しま

す。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成

の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第６号については、委員長の報告のと

おり可決されました。 

 次に、議案第７号平成２５年度日出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について採

決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、

賛成の方は挙手願います。 
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〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第７号については、委員長の報告のと

おり可決されました。 

 次に、議案第８号平成２５年度日出町水道事業会計補正予算（第２号）について採決します。

本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方

は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第８号については、委員長の報告のと

おり可決されました。 

 次に、議案第９号平成２６年度日出町一般会計予算について採決します。本案に対する委員長

の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手多数です。したがって、議案第９号については、委員長の報告のと

おり可決されました。 

 次に、議案第１０号平成２６年度日出町国民健康保険特別会計予算について採決します。本案

に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は挙

手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第１０号については、委員長の報告の

とおりに可決されました。 

 次に、議案第１１号平成２６年度日出町簡易水道特別会計予算について採決します。本案に対

する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は挙手願

います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第１１号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第１２号平成２６年度日出町公共下水道事業特別会計予算について採決します。本

案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は

挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第１２号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 
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 次に、議案第１３号平成２６年度日出町漁業集落排水事業特別会計予算について採決します。

本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方

は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第１３号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第１４号平成２６年度日出町農業集落排水事業特別会計予算について採決します。

本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方

は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第１４号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第１５号平成２６年度日出町介護保険特別会計予算について採決します。本案に対

する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は挙手願

います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第１５号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第１６号平成２６年度日出町後期高齢者医療特別会計予算について採決します。本

案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は

挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第１６号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第１７号平成２６年度日出町水道事業会計予算について採決します。本案に対する

委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は挙手願いま

す。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第１７号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第１８号消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例の制

定について採決します。本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決
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定することに、賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手多数です。したがって、議案第１８号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第１９号各種委員会委員等の報酬及び費用弁償条例の一部改正について採決します。

本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方

は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第１９号については委員長の報告のと

おり可決されました。 

 次に、議案第２０号職員の給与に関する条例の一部改正について採決します。本案に対する委

員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手多数です。したがって、議案第２０号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第２１号日出町国民健康保険税条例の一部改正について採決します。本案に対する

委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は挙手願いま

す。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第２１号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第２２号町有財産条例の一部改正について採決します。本案に対する委員長の報告

は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第２２号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第２３号日出町社会教育委員会設置条例の一部改正について採決します。本案に対

する委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手願い

ます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第２３号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 
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 次に、議案第２４号職員等の旅費に関する条例の一部改正について採決します。本案に対する

委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は挙手願いま

す。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第２４号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第２５号日出町情報公開条例の一部改正について採決します。本案に対する委員長

の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第２５号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第２６号日出町企業立地促進条例の一部改正について採決します。本案に対する委

員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第２６号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第２７号日出町青少年問題協議会設置条例廃止について採決します。本案に対する

委員長の報告は可決です。本案は委員長の報告のとおり決定することに、賛成の方は挙手願いま

す。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手全員です。したがって、議案第２７号については、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、同意第１号固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件を採決します。

この採決は、起立により行います。 

 同意第１号について、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐野 故雄君）  起立全員です。したがって、同意第１号については原案どおり同意する

ことに決定しました。 

 ただいま、議案１件が提出されました。 

 お諮りします。議案１件を日程に追加し、追加日程第１として、議題といたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（佐野 故雄君）  異議なしと認めます。したがって、議案１件を日程に追加し、追加日程

第１として議題とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第１．発議第１号 

追加議案に対する趣旨説明   

○議長（佐野 故雄君）  追加日程第１、発議第１号、日出町議会委員会条例の一部改正について

を上程し、議題とします。 

 提出者から、趣旨説明を求めます。副議長、安部三郎君。５番。 

○議員（５番 安部 三郎君）  発議第１号日出町議会委員会条例の一部改正についての趣旨説明

を申し上げます。 

 委員会は本会議の下審査機関であり、予備的審査機関であって、本会議と密接な関係にありま

す。しかしながら、付託された案件の審査については、全く独自の立場に立って独立した見解で

審査を行い、本会議から何ら干渉や制約も受けないというのが、委員会審査独立の原則でありま

す。日出町議会においても委員会中心主義を採用しており、議案等は議長の権限で常任委員会に

付託され、その結論を本会議に報告することとしています。 

 しかしながら、平成２２年４月７日に予算常任委員会が設置されたことにより、総務、産業建

設、社会厚生常任委員会での付託審議議案等が少なくなっているのが現状であります。 

 ついては、委員会の機能を充実し活性化を図ることを目的とし、３委員会を２委員会に改める

のに、従前の条例を一部改正するものであります。何とぞ議員各位の御賛同をよろしくお願い申

し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野 故雄君）  以上で、趣旨説明を終わります。 

 お諮りします。本日は日程の都合上、委員会付託を省略し、審議をいただきたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐野 故雄君）  異議なしと認めます。 

 したがって、委員会付託を省略することに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午前11時09分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時10分再開 

○議長（佐野 故雄君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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────────────・────・──────────── 

追加議案に対する質疑 

○議長（佐野 故雄君）  これから、追加議案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

 １４番、佐藤克幸君。 

○議員（１４番 佐藤 克幸君）  ４委員会を３委員会にするのに、この趣旨説明は３委員会を

２委員会になっちょうが、ちょっと違うんじゃねえか。（発言する者あり） 

 いやいや、提出者の……。これと、これと関係違うんじゃねえか。（発言する者あり） 

○議長（佐野 故雄君）  副議長に修正を求めます。５番。 

○議員（５番 安部 三郎君）  訂正をさせていただきます。 

 ４常任委員会を３常任委員会に改めることに訂正いたします。 

○議長（佐野 故雄君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。これから、追加議案に対する質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐野 故雄君）  なければ、これで質疑を終わります。 

────────────・────・──────────── 

討論 

○議長（佐野 故雄君）  これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐野 故雄君）  これで、討論を終わります。 

────────────・────・──────────── 

採決 

○議長（佐野 故雄君）  これより、採決を行います。 

 発議第１号日出町議会委員会条例の一部改正についてを採決します。 

 本案について、これに賛成の方は挙手を願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（佐野 故雄君）  挙手多数です。したがって、発議第１号は、原案どおり可決されました。 

 以上をもちまして、今期定例会に付託された議案等の審議は全て終了いたしました。 

────────────・────・──────────── 

閉会の宣告   

○議長（佐野 故雄君）  閉会に当たり、一言御挨拶申し上げます。 

 去る２月１３日より開会されました今期定例会におきましては、１９日間にわたり、当初予算
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案をはじめとする多数の重要案件を慎重かつ真摯に御審議をいただき、本日閉会の運びとなりま

した。議員各位、執行部の皆さんには、議事運営はもとより、各般にわたり格別の御配慮をいた

だきましたことに、心からお礼を申し上げます。町執行部におかれましては、各委員会の議案審

議において、意見や提案のありましたことについては、十分に尊重され、政策に反映していただ

くよう要望いたします。 

 御承知のとおり、議員任期も４月６日をもって満了することになりますが、今期をもって勇退

されます議員におかれましては、長年にわたり、御功績に対し改めて敬意を表しますと共に、今

後は健康に留意され、本町発展のために御尽力と御鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。次

期選挙も近づいてまいりましたが、再出馬される議員各位におかれましては、全員御当選されま

すよう御検討をお祈り申し上げます。 

 終わりに、議長としての職、副議長と共に多少ではありますが、議員皆様の御意見をもとに議

会改革に取り組めたこと、過分なる御支援を賜り、議会閉会に当たり重ねてお礼を申し上げます。 

 粗辞で意は尽くしませんが、閉会に当たって御挨拶とさせていただきます。 

 これをもちまして、平成２６年度第１回日出町議会定例会を閉会したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐野 故雄君）  異議なしと認めます。したがって、平成２６年第１回日出町議会定例会

を閉会することに決定しました。 

 これで閉会します。ご苦労さまでした。 

午前11時13分閉会 

────────────────────────────── 



- 113 - 

 

 

 

   会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

      平成２６年 ３月 ３日 

 

 

                    議  長 佐野 故雄 

 

 

                    署名議員 池田 淳子 

 

 

                    署名議員 笠置 久夫 

 

 

 



- 114 - 

 

 

 

   会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

      平成２６年  月  日 

 

 

                    議  長  

 

 

                    署名議員  

 

 

                    署名議員  

 

 

 

 


